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児の相互コミュニケーション能力」（研究 2）の 2つの研究で構成された。 
1. 保育器内の児の非言語的コミュニケーションの実態（研究 1） 




2. ＣＭ理論から見た児の相互コミュニケーション能力（研究 2） 













1. 保育器内の児の非言語的コミュニケーションの実態（研究 1） 
保育器外環境音は 83.41dB、保育器内環境音は 36.91dB であった。保育器内での、児の音声は行動の
変化に伴って抽出することができ、児の発声時の行動は、ぎこちない動きやぴくつきの行動が多く、ス
トレス行動として考えられた。ストレス時の児の音圧は 39.70dBで、0.21秒と瞬時であった。 
2. ＣＭ理論から見た児の相互コミュニケーション能力（研究 2） 
CM 理論に基づいた状況を把握できたのは 5 名、6 場面であった。その時の最小修正週数は 32 週 5 日
であり、平均すると 34週で始めての出現が認められた。理論状況時の児は、静かな覚醒状態であった。
修正 34 週頃の CM 理論状況時の音声は、潜時が 0.84 秒、周波数は 500Hz 台、周波数の変化幅は少なく
平坦終了型であった。CM理論に基づいた解釈においては、Pulseでは児の音声数と保育者の潜時に強い
相関がみられた。Quality では児の音声数と保育者の抑揚に強い相関が認められ、児の周波数と保育者
の周波数に中程度の逆相関がみられた。Pulse と Quality を合わせ持つ場面では、導入、発展、頂点、































平成 28年 1月 27日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（看護科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
